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薬学モデル・コアカリキュラム C-17-(3), (4) に相当

Drug Development 2 1 unit (selection) 3rd-year(2nd semester)

Akira Otaka · Professor / Bioorganic Synthetic Chemistry, 医薬品化学講座, Pharmaceutical Sciences

Target〉 医薬品開発と生産に参画できるようになるために，医薬品開発の各プロ
セスについての基本的知識を修得し，併せてそれらを実施する上で求められ
る適切な態度を身につける．

Outline〉 代表的医薬品の開発の経緯について説明した後，現在，世界の医薬品
市場において売上高が上位に位置する医薬品の開発について，最新のデータ
をもとに講義する．

Style〉 Lecture
Notice〉 医薬品開発の実際の流れについて，最近のゲノム創薬の進歩も踏まえ，
講義する予定です．

Goal〉
1.医薬品開発

1)医薬品開発の歴史について概説できる
2.ゲノム情報の創薬への利用

1)ゲノム情報から創薬への流れについて，従来の創薬との違いを挙げつつ，
概説できる．

3.売上高上位に位置する医薬品
1)売上高上位に位置する医薬品について，開発の経緯について概説できる．

Schedule〉
1.汎用医薬品の開発の歴史 (1)
2.汎用医薬品の開発の歴史 (2)
3.ゲノム情報の創薬への利用 (1)
4.ゲノム情報の創薬への利用 (2)
5.生物学的等価体の考え方 (1)
6.生物学的等価体の考え方 (2)
7.売上げ上位医薬品の開発の経緯 (1)
8.売上げ上位医薬品の開発の経緯 (2)
9.売上げ上位医薬品の開発の経緯 (3)

10.売上げ上位医薬品の開発の経緯 (4)
11.売上げ上位医薬品の開発の経緯 (5)
12.売上げ上位医薬品の開発の経緯 (6)
13.売上げ上位医薬品の開発の経緯 (7)
14.化合物類推ゲーム (1)
15.化合物類推ゲーム (2)
16.定期試験

Evaluation Criteria〉 試験で評価する
Re-evaluation〉 実施する
Textbook〉 特になし，参考図書として，「創薬化学」東京化学同人，「創薬科学・
医薬品化学」化学同人，「創薬，20の事例に見るその科学と研究開発戦略」，丸
善など

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217148
Contact〉
⇒ (研究室)本館6階，分子創薬化学，機能分子合成薬学分野(大高)

(Eメールアドレス)aotaka@ph.tokushima-u.ac.jp(大高) (Office Hour: いつ
でも結構です．)
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